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 私たちは、日本の若い世代 1の選挙投票率が低迷していることを知り、このままでは今後の政

治に若い世代の意見が反映されにくくなる可能性を感じたことから、選挙投票率向上のために

若い世代の選挙に対する関心を引くよりよい方法を探究した。先行研究調査やアンケート調査

を通じて、若い世代の関心を引くツールとしてWebサイトが有効だと判断し、それを活用して

今後選挙権を獲得する高校生を対象にした選挙に関する知識を得ることができる機会を作成し

た。しかし、Webサイトを閲覧してもらえないと現状の改善につながらないため、今後はWeb

サイトの普及方法を検討する必要がある。
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Ⅰ．はじめに

 近年の日本の若い世代の選挙投票率は、図 1

の衆議院議員総選挙を例に見ても直近の 3回で

は 50％を下回っていて、全体的に減少傾向にあ

る。また、若い世代が選挙に行かない理由には

「忙しい」、「政治・選挙に興味がない」、

「自分が投票に行っても変わらない」といった

ことが挙げられる。この状況がこのまま進んで

いくと、政治家は投票率を確保するために、投

票率の高い世代 2の意見を積極的に聞き入れ、投

票率が低い若い世代の意見が政治家に届きにく

くなる可能性が高い。そうすると、若い世代は

自分たちにとって不利な政策に従うことを強い

られ、苦しい生活を送ることになりかねない。 

 そこで私たちは、私たちの将来を守るために

も若い世代の選挙投票率の向上のためにできる

ことはないだろうかと考え、選挙に行かない理

由のうち「選挙に興味がない」という点に着目

して、若い世代の選挙への興味や関心を引く方

法について探究活動を行った。その中で、若い

世代の関心を引くものを用いて、選挙に関する

情報を伝えることができるツールを制作するこ

とにし、携帯による選挙に関するアプリを使え

ば若者の関心を引けるだろうという仮説を立て

た。 

 

Ⅱ．探究方法 

・若い世代の関心を引くツールとその内容につ

いてアンケート調査を実施し、ツール制作の方

針を決める。 

・NPO 法人 Mielka（以下 Mielka とする）及び

京都府選挙管理委員会（以下京都府選管とする）

を訪問し、ツール制作におけるアドバイスをい

ただく。 

・ツールを実際に制作する。 

 
図 1 衆議院議員総選挙における 

年代別投票率の推移（総務省） 

 

Ⅲ.探究内容 

ⅰ）ツールについて 

Googleフォームを用いて、高校生を主なターゲ

ットにしたアンケートを行った。1つ目にツール

の種類を問う質問、2つ目にその理由を問う質問

を設定した。1つ目の質問では、回答が集まると

予想した本、ボードゲーム、Webサイト、携帯

アプリを選択肢に入れ、その他のものは記入し

てもらう形で設定した。2つ目の質問では、1つ

目の質問で回答数が多かった上位 3項目の理由

のうち、多く挙げられたものを 2つずつ抜粋し



 

 

た。種類についての結果は図 2、理由についての

結果は表 1のようになっている。これらの回答

を踏まえて活動方針を再検討した結果、作成の

容易さや情報の更新のしやすさという点から

Webサイトを作成することに決定した。 

 

 

図 2 ツールの種類 

 

表 1 上位 3項目の理由 

 
 

ⅱ）ツールの内容について 

 ツールについてのアンケートと同様にして、

どのような内容を扱ったものなら使用してみた

いかを問う質問をした。結果は図 3のようにな

っている。 

 

図 3 ツールの内容（複数回答） 

 

ⅲ）ツール制作上のアドバイスについて 

  Mielkaは若者×政治というテーマのもと、選

挙や政治にあまり興味・関心がない層をターゲ

ットに活動している団体で、JAPAN CHOICE3

の開発・運営を行っていて、私たちの探究活動

と方針が似ているため若い世代の関心を高める

方法について話を伺うことにした。また、

Mielkaは京都府選管とも関わりが深かったこと

もあり、京都府選管が行っている選挙の啓発活

動について話を聞くことにした。その内容は表 2

のようになっている。この内容と先行研究の結

果から、選挙に関する知識を伝えることができ

る内容を作成することに決定した。 

 

表 2 各団体からの話の内容 

Mielka 教育事業、ラボ事業、エンタメ事業

の 3つを軸として若者と政治の距離

を縮めることを目指している。 

選挙は知っているから選べる。 

→「知る」ことが重要 

政治に興味のない人でも入りやすい 

「入り口」を確保するといい。 

例）SNSを利用した広報 

京都府選管 取り組みとして著名人を用いた啓発

ポスターの掲示、選挙に関するパン

フレットの配布を行った。 

関心を引く方法として選挙のメリッ

ト・デメリットの紹介が有効。 

選挙に関する知識を紹介することで

選挙に対する意識が変わることがあ

る。 

 

ⅳ）作成したWebサイトについて 

 今回作成したWebサイトは、今後選挙権を獲

得する高校生を対象として作成した。そのた

め、同じ高校生である私たちの視点から考えて

選挙に関わる上で知っておきたい、知るべき内

容を「選挙について」、「投票の仕方」、「候

補者の選び方」の 3つの項目を軸に構成した。

作成にあたっては、総務省の HPの選挙に関す

るページ 4を参考にした。 

「選挙について」では、選挙の重要性を伝えつ

つ選挙への興味を引くことを主な目的として、

選挙を実施する理由についてと京都府選管との

対談の際に聞いたことや私たちなりの考えを踏

まえた選挙のメリット・デメリットについての

内容をまとめた。 

「投票の仕方」では、投票所での基本的な動き

やルールについて、期日前投票の一連の流れに

ついて、不在者投票 5の簡単な説明と実施方法に

ついてまとめ、特に大学や専門学校に進学し、

地元を離れる学生にとって有効な不在者投票の

存在を知ってもらえるよう意識して構成した。 

「候補者の選び方」では、選挙において候補者

が主にどのような活動を行っているかを紹介し

たり、政党比較サイトや各政党の特徴などの情

報を詳しく掲載しているサイトで、高校生でも

使いやすそうなものをいくつか紹介したりと私



 

 

たちが考える候補者を選ぶために必要な情報の

集め方をまとめた。各サイトのリンクも掲載し

て、すぐに選挙や政治についての情報に触れる

ことができるようにした。 

 

Ⅳ.考察 

ⅰ）関心を引くツールについて 

 ツールについてのアンケートの結果を見ると

Web サイトに次いで携帯アプリの割合も高く、

Web サイトと携帯アプリだけで約 8 割の割合を

占めていることから、若い世代の関心を引くツ

ールとして携帯やタブレット、パソコンなどの

情報通信機器が占める割合はかなり高いと私た

ちは推測する。したがって、私たちは Web サイ

トのようなあらゆる媒体からアクセスできるも

のは若い世代の多くの関心を引くことに適して

いると考える。しかし、Web サイトでは主に閲

覧機能しか備わっていないため、繰り返し利用

されることはあまりないように思われる。その

ため、数年に 1度しかない選挙に対する関心を引

くために用いるには、Web サイトが向いている

とは言い切れない。よって、Web サイトを利用

して選挙への関心を引くには、長期的な広報活

動や内容の更新を絶えず続けることが重要にな

るだろう。 

 

ⅱ）知るべきことについて 

 今回私たちは、選挙に関する情報を得ること

ができるということを目標にツールの制作を行

ったが、選挙に対する知識が深まっただけで選

挙に行く契機となるかまでは確信が持てない。

そこで私は、選挙に対する知識を得ることがで

きると同時に、現在の社会情勢や、政治の動向

を分かりやすく知ることができるようになれば、

より選挙に対しても積極的に考える人が増える

だろうと考える。自分たちの生活する社会が、

どのような人々のどのような話し合いや取り組

みによってできているのかを知らなければ、選

挙の際に誰を選んだらいいか分からずに、結局

棄権してしまうという事態に陥ってしまうだろ

う。逆に考えれば、それらのことを知っていて、

日頃から社会の動きに敏感に反応しているよう

な人は、実際に選挙の時にどの候補者なら信頼

できるか、応援したいと思えるかを判断できる

ため、積極的に選挙に参加できるだろう。総じ

て私が言いたいことは、若い世代の選挙投票率

を上げるためには、若い世代の人々が選挙に対

する知識と自分が存在する社会に対する知識を

同時並行で吸収し続けることが必要だろうとい

うことだ。 

 

Ⅴ.まとめ 

 今回作成した Web サイトによって、高校生が

選挙について必要な最低限の情報を得るための

手がかりを作ることができたと言えるが、この

手がかりを日本の高校生に伝えていくことが難

しいという点が現状の問題点である。したがっ

て、SNS を用いて身近なところから少しずつ広

めていったり、情報を頻繁に更新することで

Google などの検索エンジンで関連キーワードが

検索されたときに上位の項目としてこの Web サ

イトが表示されるようにしたいと考えている。 

 問題の解決に向かうためには、若い世代の一

人一人がなるべく早い段階である程度政治や選

挙についての知識を身につけ、それらについて

自分自身の意見を持てるようにすることが極め

て重要である。各都道府県の選挙管理委員会や

いろいろな選挙啓発運動を行う団体が主権者教

育として政治や選挙について学生に講義を開く

事例も多くなりつつあり、学生が選挙を意識す

る機会が増えている一方で、そのような機会は

頻繁にはないため非日常の事のように感じてし

まう学生は少なくないと思う。だからこそ、学

生にとって選挙が身近な存在となれば、数年に 1

度しかないような選挙に特別感を抱かずに参加

できるようになるだろう。情報を携帯端末で簡

単に得ることができる時代となった今、若い世

代の多くの人々が日常の中にもっと政治や選挙

の話題を取り入れるようになれば、若い世代の

選挙投票率も自然と上がってくるはずである。 

 

 

注釈 

1.本文では 10代から 20代を指す 

2.本文では 50代以上を指す 

3. NPO法人Mielkaが立ち上げた政党比較サイ

ト。政党の特徴や公約を分かりやすくまとめて

あり、自分の考えにあう政党を見つけることが

できる。https://japanchoice.jp/ 

4.総務省HP “選挙” 

https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/inde

x.html 

5.不在者投票とは、仕事や旅行などで選挙期間中

に名簿登録地以外の地域に滞在している人が、

滞在している地域の選挙管理委員会で、名簿登

録地の選挙に投票できる仕組みのこと。 
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